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ア
メ
リ
カ
か

ら
嫌
な
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
き

た
。
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
銀
行
か
ら
始
ま
っ

て
、
銀
行
の
経
営
破
綻
が
相

次
い
で
い
る
。
ク
レ
デ
ィ
・

ス
イ
ス
銀
行
も
怪
し
い
状
況

だ
。
お
か
げ
で
、
世
界
中
の

株
価
は
大
幅
に
下
が
っ
て
い

る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
一
年

を
す
ぎ
、
凄
ま
じ
い
量
の
武

器
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。

終
わ
る
気
配
も
見
え
な
い
。

こ
こ
で
大
恐
慌
で
も
起
こ
る

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま

さ
に
大
戦
前
の
状
況
そ
っ
く

り
だ
。
局
地
戦
か
ら
世
界
戦

争
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
そ

う
な
る
と
核
兵
器
を
使
わ
れ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
は
近
頃
、
極
東

で
戦
争
を
煽
っ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
沖
縄
か
ら
九
州

を
中
心
に
１
カ
月
ほ
ど
実
施

さ
れ
て
い
た
日
米
共
同
訓
練

が
12
日
に
終
わ
っ
た
。
お
互

い
に
重
要
な
貿
易
相
手
が
交

戦
国
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
日

本
国
民
も
賢
く
冷
静
に
対
処

出
来
る
と
私
は
信
じ
る
が
、

過
去
の
事
例
を
見
る
と
些
細

な
暴
発
事
件
か
ら
戦
争
は
起

こ
っ
て
い
る
。 

（
Ｔ
）

表１　 大阪府・近畿・全国の県内総生産・県民所得の
推移（2011～19年度）

大阪府 近畿 全国
県内総生産（名目） 7.9% 9.5% 11.1%
県内総生産（実質） 3.7% 5.5% 7.2%

県民所得 9.1% 9.5% 10.2%
（資料）内閣府「県民経済計算」。

「府政を変えよう」

府知事と
議会変え

４・９府知事選
最新チラシ
同封しています

医
療
費
助
成
の
拡
充
を

「成長戦略」の根本的転換で
大阪の持続的発展を　　　

京都大学名誉教授　岡田知弘

〝
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
〞
の
実
現
」

を
図
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の

は
、
維
新
が
「
成
長
」
と
し

て
描
い
て
い
る
も
の
の
内
実

で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

か
ら
は
、
リ
ニ
ア
な
ど
の
大

型
公
共
事
業
や
万
博
・
カ
ジ

ノ
の
誘
致
が
「
成
長
」
と
捉

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
に
「
大
阪
都
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

い
う
論
理
で
あ
る
。

　

維
新
は
、

結
成
当
時
か

ら
、「
大
阪
都
」
を
つ
く
る

こ
と
で
、
公
務
員
や
医
療
・

福
祉
施
策
、
中
小
企
業
支
援

策
を
削
減
す
る
一
方
、
財
源

を
集
中
し
て
大
規
模
投
資
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
や
イ

ベ
ン
ト
に
依
存
し
た
「
成
長

戦
略
」
な
る
も
の
を
描
い
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
十
年
一
日
の
ご
と
く
、

そ
れ
を
追
求
し
て
き
た
と
い

え
る
。
そ
の
「
成
長
戦
略
」

は
、
本
質
的
に
は
目
新
し
い

も
の
で
は
な
い
。

　

大
規
模
公
共
事
業
を
行

い
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
・
イ
ベ

ン
ト
を
誘
致
す
る
手
法
は
、

戦
後
の
自
民
党
政
治
が
追
求

し
て
き
た
常
套
手
段
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
そ
の
結
果
、
当

該
地
域
が
持
続
的
な
社
会
経

済
の
発
展
を
実
現
で
き
た
か

と
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
前

例
は
な
い
。

　

ま
た
、
維
新
政
治
下
の
大

阪
府
の
経
済
動
向
も
惨
憺
た

る
も
の
で
あ
る
。
表
１
で
２

０
１
１
年
度
か
ら
19
年
度
ま

で
の
大
阪
府
と
近
畿
、
全
国

の
県
（
府
）
内
総
生
産
と
県

（
府
）
民
所
得
の
動
向
を
比

較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
指
標

で
も
、
大
阪
府
が
最
も
低
い

数
値
と
な
っ
て
お
り
、
維
新

政
治
の
10
年
の
間
、
大
阪
が

特
段
の
「
成
長
」
を
遂
げ
た

と
い
う
事
実
は
な
い
。
し
か

も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
景
気
に

沸
い
た
は
ず
の
２
０
１
８
年

度
と
19
年
度
の
大
阪
府
の
実

　

「
大
阪
維
新
の
会
」（
以

下
、
維
新
と
略
）
が
設
立
さ

れ
た
の
は
、
２
０
１
０
年
４

月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
マ
ニ

ュ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
大
阪
市

民
の
判
断
に
よ
っ
て
二
度
も

否
決
さ
れ
た
大
阪
都
構
想
実

現
を
引
き
続
き
追
求
す
る
こ

と
で
、「
府
市
一
体
と
な
っ

た
成
長
戦
略
を
展
開
し
」
、

「
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
リ

ニ
ア
同
時
開
業
」
や
「
北
陸

新
幹
線
大
阪
開
通
」
、
府
と

市
の
大
学
・
産
業
振
興
機
構

の
統
合
を
行
い
、「
国
際
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
都
市

質
経
済
成
長
率
は
、
２
年
連

続
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た
。

全
国
平
均
を
２
年
連
続
下
回

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
全
国
最
悪

の
健
康
被
害
・
社
会
経
済
的

被
害
が
襲
っ
た
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
政
治
の
失
敗
だ
と
い

え
る
。

　

仮
に
万
博
や
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ

が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
利
益
は
、
一
過
性
で
、
府

民
に
行
き
わ
た
る
ど
こ
ろ

か
、
府
外
へ
の
富
の
流
出
と

住
民
負
担
の
増
大
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
高
い
。
む
し

ろ
、
一
人
ひ
と
り
の
府
民
の

生
活
の
質
的
向
上
と
、
そ
の

岩
盤
と
な
る
地
域
経
済
・
社

会
、
そ
れ
を
支
え
る
自
然
景

観
や
環
境
の
持
続
可
能
な

「
発
展
」
を
追
求
す
る
こ
と

こ
そ
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

大
阪
府
外
資
本
の
利
益
と
な

る
だ
け
の
カ
ジ
ノ
や
万
博
、

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
止

め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
自
治
体
の
公
共
的
役
割

を
復
活
さ
せ
、
大
阪
の
地
域

経
済
・
社
会
の
圧
倒
的
部
分

を
担
っ
て
い
る
中
小
企
業
群

の
地
域
内
再
投
資
力
を
高

め
、
地
域
内
経
済
循
環
を
創

出
し
、
主
権
者
で
あ
る
住
民

の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

だ
と
い
え
る
。
大
企
業
の
地

域
貢
献
を
求
め
、
賃
金
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
教
育

・
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け

る
社
会
的
給
付
を
増
や
す
こ

と
で
、
消
費
購
買
力
を
高

め
、
現
在
の
物
価
高
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
新
し

い
府
・
市
政
に
期
待
し
た
い
。

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
ま
す

歯科点数早見表
今号同封（免除会員除く）

ときとき
大阪府知事選挙

換転 のの

と
比
べ
て
も
ケ
タ
違
い
だ
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

カ
ジ
ノ
は
中
止
し
、
大
阪

市
長
選
挙
は
市
民
参
加
の
市

政
運
営
へ
の
足
掛
か
り
だ
と

解
説
す
る
。

市
を
よ
く
す
る
会
」
は
、

「
あ
な
た
と
私
が
つ
く
る
明

日
の
大
阪
市
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
３
」
を
作
成
し
た
。
暮
ら

し
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、

教
育
、
交
通
な
ど
、
市
民
を

井
逸
美
副
理
事
長
や
江
原
豊

政
策
部
長
な
ど
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
や
保
健
所
の
増
設
・
職

員
の
拡
充
、
医
療
費
助
成
の

再
構
築
な
ど
を
求
め
「
府
政

を
変
え
よ
う
」
と
訴
え
た
。

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

　

協
会
も
加
盟
す
る
「
大
阪

街
頭
宣
伝
実
施

　

４
月
に
府
知
事
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
協

会
は
３
月
11
日
、
な
ん
ば
駅

前
で
街
頭
宣
伝
を
実
施
、
役

員
・
事
務
局
が
参
加
し
た
。

宣
伝
で
は
明
る
い
民
主
大
阪

府
政
を
つ
く
る
会
発
行
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
ほ
か
、
戸

守
る
大
阪
市

が
必
要
だ
と

し
、
現
在
２

４
４
８
億
円

も
の
貯
金
を

持

つ

こ

と

は
、
他
の
政

令
指
定
都
市

「
年
齢
で
は
な
く
所
得
差
に

応
じ
て
再
構
築
」
、
共
産
は

「
加
齢
に
よ
っ
て
様
々
な
疾

病
が
増
え
る
こ
と
か
ら
制
度

の
復
活
が
必
要
」
と
回
答
し

た
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
２
割

負
担
世
帯
へ
の
助
成
に
つ
い

て
維
新
は
、「
市
町
村
が
独

自
に
立
案
・
実
施
の
場
合
は

府
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
、
共

産
は
「
自
治
体
が
『
国
の
悪

政
の
防
波
堤
』
と
な
り
、
府

独
自
の
助
成
創
設
が
必
要
」

と
回
答
し
た
。

全
国
最
低
か
ら
転
換

　

知
事
と
同
時
に
議
会
の
勢

力
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

統
一
地
方
選
挙
は
、
全
国
最

低
ク
ラ
ス
の
医
療
費
助
成
を

拡
充
に
転
換
す
る
４
年
に
一

度
の
政
治
戦
と
な
る
。

は
、
出
産
費
用
に
限
定
し
内

科
や
歯
科
な
ど
の
医
療
費
は

対
象
外
、「
国
が
保
険
適
用

す
る
前
提
で
完
全
無
償
化
を

目
指
す
」
と
し
、
検
診
の
無

償
化
を
掲
げ
た
。

　

一
方
、
共
産
は
妊
婦
検
診

の
回
数
や
超
音
波
検
査
な
ど

の
自
治
体
間
格
差
を
な
く

し
、「
す
べ
て
の
疾
病
に
か

か
る
妊
産
婦
の
医
療
費
を
無

償
化
す
る
制
度
が
必
要
」
と

答
え
た
。

高
齢
者
へ
の
助
成

　

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の

復
活
に
つ
い
て
維
新
は
、

の
会
（
以
下
「
維
新
」）
は

「
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確

保
や
受
益
と
負
担
の
適
正
化

の
観
点
か
ら
困
難
」
と
回

答
。

日
本
共
産
党
（
以
下

「
共
産
」）
は
「
す
べ
て
の

子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守

る
」
こ
と
や
、
低
所
得
者
や

非
正
規
労
働
者
、
障
害
者
や

難
病
患
者
な
ど
生
活
困
窮
者

を
救
済
す
る
立
場
か
ら
無
料

化
す
べ
き
と
回
答
し
て
い

る
。妊

産
婦
へ
の
助
成

　

妊
産
婦
に
対
す
る
医
療
費

助
成
創
設
に
つ
い
て
維
新

　

４
月
９
日
、
知
事
選
と
府
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
。
国
が
窓
口
負
担
増
を
推
し
進
め
る
中
、
府
と
市
町
村
に

は
生
活
を
守
る
防
波
堤
の
役
目
が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
て
い

る
。
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
参
加
す
る
「
福
祉
医
療
の
拡
充

を
求
め
る
大
阪
実
行
委
員
会
」
が
大
阪
府
議
会
の
各
会
派
に

医
療
費
助
成
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

表１　医療費助成制度に対する府議会会派アンケート

維新 自民 公明 共産 民主

医療費助成の完全無料化
（子ども、重度障害者、
ひとり親）

反対

無　

回　

答

賛成 賛成

無　

回　

答

老人医療費助成制度の復
活・再制度化 その他 その他 賛成

75歳以上の２割負担導入
世帯への独自助成 その他 その他 賛成

妊産婦医療費助成制度の
創設 その他 賛成 賛成

福祉医療の拡充を求める大阪実行委員会が実施

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
表
１

の
と
お
り
で
、
賛
否
の
理
由

を
め
ぐ
り
意
見
が
大
き
く
分

か
れ
た
（
詳
細
２
面
）。

助
成
制
度
の
無
料
化

　

医
療
費
助
成
制
度
の
完
全

無
料
化
に
つ
い
て
大
阪
維
新


